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一一非妥当な告発例
医療過誤と法医鑑定
オ{ストリーの現状一一
非専門家は早計に“医療過誤"を訴える。一方，臨床医のうちには，鑑定にあ
たる医師は，同僚医師を当然助けなければならないし，助けてくれるものという
期待を持っているものが多い。
法医鑑定は，医師に対する援助行為ではなく，一つの客観的資料を提出すると
ころに存在意義があるのであって， Bocke1mannによれば， i鑑定人は，同僚医
師を窮地から救うことに自分の役割りがあるのではない」という認識を持ち得た
ときに，はじめて鑑定人としての機能を遂行し得るものであり， このことは自明
のこととしている。 Spannは，鑑定人は自分の権限を越えてはならないという
ことを十分考慮しなければならないし，裁判官の心証形成を得さすべく努めなけ
ればならないが，決して，裁判官を代行するように試みてはならないとしている。
鑑定に際しては， “嫌疑要素"のほかに， ありとある“免責要素"を明確に提
示する必要がある。
オーストリー・インスブ、Jレック法医学教室主任教授の Ho1zer は医療過誤と
して告発された数例の事例を紹介し，その非妥当性を述べ，無罪に導びいている。
第 l例は，緊急手術を必要としないようにみえた子宮外妊娠患者が死亡した例
で，手術時期の遅延という告発である。解剖の結果，死因は内出血であったが，
死斑，諸臓器の貧血の程度などが，通常の失血死を疑わせるほどのものではなかっ
たことを論拠として，病院収容後の診療を論及したところ，医師は無罪となった。
第 2例は，シャベノレによる頭部打撲後， 2日目に化膿性脳膜炎で死亡した若者
の事例で，シャベJレによる打撲は浅い割創を形成し，小さな外板の陥凹を伴なっ
ていた。ケンカと死亡との聞の因果関係については疑うべくもなかったが，外科
的処置を取らなければならなかったか否かが問題となった。鑑定書において，割
創周辺に加えられた剃髪と切開は目的にかなったものであり，損傷そのものが非
常に軽微にみえ，出血も少なかったこと，抗生剤の投与にもかかわらず，死の機
転はさけられなかったことを証明した。これは，裁判官の公平な証拠評価におい
て，医師団を無罪とする根拠となった。
第 3例。 2才の子供の頭頂部熱傷後の脳膜炎の事例であり，熱傷に対する処置
が不十分ということで訴えられたもの。
第 4例は看護婦に対する告訴例で，ヂァテルミーの照射中， セルロイドの櫛に
引火し，頭頂部に火傷を負い，長期治療後になお頭髪欠損部を残した。看護婦に
は当然照射前に頭部の止金・櫛などを探索する義務があるが，問題の婦人はもう
何度も照射を受けていたし，頭髪から可燃物体の排除について何回も注意され，
その点は十分承知していた。このことは反論の余地がなかった。
第 5例は腹部打撲後 5日目に出血と腹膜炎で死亡した例で，外科医は腎臓の小
亀裂と他側の腎の欠損を見のがした。しかし，出血源の確認はしばしばむずかし
いこと，一側腎の欠損という不幸な状況などが論じられ，医師団は無罪となった。
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